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は
じ
め
に

昨
今
、
よ
う
や
く
郭
沫
若
研
究
は
熱
を
帯
び
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
が
、
研
究
の
対
象
は
新
詩
が
主
流
で
あ
る
。
確
か
に
、
郭
沫
若
と

福
岡
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
、
名
詩
集

『
女
神』

を
含
む
新
詩
の
存
在
な
く
し
て
は
語
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
五
五
年
に
訪
日

科
学
代
表
団
団
長
と
し
て
福
岡
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
郭
沫
若
は
多
く
の
旧
詩
を
書
き
残
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
彼
の
青
春
時
代
を
象

徴
す
る

｢

千
代
の
松
原

(

１)｣

を
詠
じ
た
旧
詩
の
主
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
新
詩
と
の
比
較
か
ら
、
留
学
生
で
あ
っ
た
郭
沫
若
が

見
た
福
岡
の
都
市
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

九
州
大
学
に
お
け
る
二
つ
の
思
い
出

(

一)

九
州
帝
国
大
学
留
学
生
と
し
て

郭
沫
若
が
九
州
帝
国
大
学
医
科
分
科
大
学
に
進
学
し
た
の
は
一
九
一
八
年
九
月
で
あ
っ
た

(

２)

。
そ
の
後
、
一
九
二
三
年
三
月
に
九
州
帝

国
大
学
を
卒
業
は
し
た
も
の
の
、
医
学
の
道
は
断
念
し
た
。
む
し
ろ
留
学
中
に
文
学
の
才
能
を
開
花
さ
せ
、
そ
の
後
の
一
生
を
決
め
る

き
っ
か
け
を
作
っ
た
。

自
伝

｢

創
造
十
年｣

に
は
、
箱
崎
の
海
岸
で
の
張
資
平
と
の
出
会
い
に
関
す
る
記
述
が
あ
る

(

３)

。
こ
の
出
会
い
は
文
学
結
社

｢

創
造
社｣

中
国
文
学
論
集
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結
成
の
契
機
と
な
り
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
箱
崎
の
海
岸
は
、
終
始
忘
れ
ら
れ
な
い
地
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
箱
崎
の
海
岸
、
当
時
一
家

が
住
ん
で
い
た
所
に
あ
っ
た

｢

千
代
の
松
原｣

も
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
が
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る

(

４)

。
以
下
は
郭
沫
若
が
両
親
と
郁
達
夫

に
そ
れ
ぞ
れ
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。(

以
下
、
引
用
詩
文
の
日
本
語
訳
は
拙
訳
で
あ
る
。)

・
海
岸
山マ

マ

有
蒼
松
萬
千
樹�
照
眼
皆
青�
空
氣
甚
新
鮮
也

(

５)

。

海
岸
に
は
青
い
松
が
数
多
く
あ
り
、
見
渡
す
限
り
青
々
と
し
て
い
て
、
空
気
も
大
変
新
鮮
で
す
。

・
我
的
住
居
離
海
岸
不
遠
。
網
屋
町
本
是
福
岡
市
外
的
一
所
漁
村
。
但
是
一
方
面
卻
與
市
街
的
延
長
相
連
接
。
村
之
南
北
兩
端
都

是
松
原
。
日
本
人
稱
呼
千
代
松
原�《
武
備
志》

中
稱
爲
十
里
松
原
的
便
是
。
海
在
村
之
西�
村
上
有
兩
條
街
道�
成
丁
字
形�

南
頭
一
條�
東
西
走�
與
海
岸
線
成
垂
直
。
我
自
上
前
年
以
來�
兩
年
之
間
即
住
在
這
條
街
道
的
西
端�
面
北
的
一
棟
樓
房
里�

樓
前
後
都
有
窗�
可
望
南
北
兩
端
的
松
原�
可
望
西
邊
的
海
水
。
我
如
今
卻
已
遷
徙
了�
在
四
月
中
我
回
了
上
海
以
後�
現
在

的
住
居
在
與
海
岸
成
平
行
的
一
條
街
道
之
中
部�
背
海�
又
無
樓�
我
看
不
見
博
多
灣
中
變
幻
無
常
的
海
色�
我
看
不
見
十
里

松
原
永
恒
不
易
的
青
翠�
我
是
何
等
不
滿
意�
對
于
往
日
的
舊
居
何
等
景
慕�
！

(

６)

う
ち
は
海
岸
か
ら
遠
く
な
い
。
網
屋
町
は
も
と
も
と
福
岡
市
郊
外
の
漁
村
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
市
街
地
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
村
の
南
北
両
端
と

も
松
原
が
あ
る
。
日
本
人
は
千
代
の
松
原
と
呼
び
、『

武
備
志』

で
は
十
里
松
原
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
海
は
村
の
西
に
あ
り
、
村
に
は
二
本
の
通
り
が
あ

り
、
Ｔ
字
を
な
し
て
い
る
。
南
側
の
通
り
は
東
西
に
の
び
て
、
海
岸
線
と
垂
直
で
あ
る
。
小
生
は
一
昨
年
か
ら
二
年
間
、
こ
の
通
り
の
西
端
、
北
向
き
の

二
階
建
て
の
家
に
住
ん
で
い
た
。
家
の
前
も
後
ろ
も
窓
が
あ
る
の
で
、
南
北
両
端
の
松
原
や
西
側
の
海
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
は
も
う
引
っ
越
し
て

し
ま
っ
た
。
四
月
に
上
海
に
帰
っ
た
後
、
新
し
い
う
ち
は
海
岸
と
平
行
の
通
り
の
真
ん
中
に
あ
り
、
海
を
背
に
し
て
い
て
、
一
階
建
て
で
博
多
湾
の
変
幻

極
ま
り
な
い
海
の
色
、
そ
し
て
十
里
松
原
の
変
わ
ら
な
い
緑
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
状
に
何
ら
不
満
は
な
い
が
、
か
つ
て
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を

何
と
も
懐
か
し
く
感
じ
る
！

ま
た
、
九
州
帝
国
大
学
留
学
時
代
の
郭
沫
若
は
三
人
の
子
ど
も

(

博
生
、
和
生
、
佛
生)

に
も
恵
ま
れ
、
彼
ら
と
松
原
を
散
歩
す
る
様
子

が
詩
文
に
も
見
え
る
。
つ
ま
り
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
松
原
は
文
学
の
み
な
ら
ず
、
新
し
い
家
族
の
憩
い
の
場
所
で
も
あ
り
、
松
原
に
対

す
る
思
い
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
思
い
出
の
場
所
を
何
度
も
詩
文
の
舞
台
に
用
い
た
の
で
あ
る
。

九
州
帝
国
大
学
留
学
生
の
郭
沫
若
が
見
た

｢

千
代
の
松
原｣
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(

二)

訪
日
科
学
代
表
団
団
長
と
し
て

一
九
五
五
年
の

｢

訪
日
科
学
代
表
団｣

と
い
う
名
称
は
、
毛
沢
東
や
周
恩
来
、
劉
少
奇
、
朱
徳
ら
当
時
の
多
く
の
中
央
幹
部
が
頭
を

悩
ま
せ
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
側
の
受
け
入
れ
機
関
で
あ
る

｢

日
本
学
術
会
議｣

に
合
わ
せ
て
名
づ
け
ら
れ
た

(

７)

。

当
時
、
郭
沫
若
は
中
国
科
学
院
院
長
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
世
界
和
平
擁
護
者
大
会
中
国
代
表
と
い
っ
た

肩
書
き
を
も
兼
ね
て
い
た
。
郭
沫
若
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

(

カ
ッ
コ
内
は
専
門
分
野

(

８))

。

○
団
員
…
馮
乃
超

(

教
育
学)

、
翦
伯
賛

(

歴
史
学)

、
蘇
歩
青

(

数
学)

、
茅
以
昇

(

橋
梁
工
学)

、
汪
胡�

(

水
利
工
学)

、

馮
徳
培

(
生
理
学)

、
薛
愚

(

薬
学)

、
熊
復

(

歴
史
学)

、
葛
庭
燧

(

金
属
物
理
学)

、
尹
達

(

考
古
学)

○
随
員
…
李
徳
純

○
通
訳
…
劉
徳
有
、
楊
貴
林

○
秘
書
…
戚
慕
光

団
員
は
全
て
新
中
国
の
各
界
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
ど
う
し
て
日
本
側
の
受
け
入
れ
機
関
が
日
本

政
府
で
は
な
く
、
日
本
学
術
会
議
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
時
の
政
治
背
景
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。
一
方
、

中
国
政
府
は
日
本
政
府
以
上
に
柔
軟
な
対
応
を
見
せ
、
日
中
国
交
回
復
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

(

９)

。
い
わ
ゆ
る

｢

積
み
重
ね
外
交｣

(

民

間
外
交

(�))
で
、
訪
日
科
学
代
表
団
の
訪
日
も
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
訪
日
科
学
代
表
団
団
長
で
あ
る
郭
沫
若
の
身
分
は
、
新
中
国
を
代
表
す
る
政
治
家
で
あ
り
、
そ
の
言
動
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
日
中
双
方
か
ら
注
目
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た

(�)
。
事
実
、
訪
日
前
後
の
郭
沫
若
は

『

人
民
日
報

(�)』

上
で
何
度
も
日
本
の
政
治
批
判
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
訪
日
期
間
中
は
封
印
状
態
に
あ
っ
た
。
た
だ
、｢

封
印｣

と
い
う
の
は
日
本
政
府
を
意
識
し
た
表
向
き
の
も
の
で

あ
っ
て
、
実
際
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

二

｢

千
代
の
松
原
を
弔い

た

む｣

郭
沫
若
が
九
州
大
学
卒
業
後
も
、
九
大
の
学
風
や

｢

千
代
の
松
原｣

、
博
多
湾
の
風
物
を
懐
か
し
ん
で
い
た
こ
と
は
以
下
の
文
章
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

我
離
開
母
校
雖
已
經
三
十
二
年
了�
但
我
經
常
懷
念
當
時
的
自
由
學
術
的
風
氣
。
三
十
二
年
決
不
是
短
暫
的
歳
月�
世
界
的
形
勢

� 中
国
文
学
論
集
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�

�

經
歴
了
巨
大
的
變
遷�
但
千
代
松
原
和
博
多
灣
的
風
光
依
然
如
在
眼
前

(�)

。

(｢

致
九
州
大
学
教
師
和
同
学｣

(

一
九
五
五
年
五
月
十
日))

私
は
母
校
を
離
れ
て
も
う
三
十
二
年
の
時
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
い
つ
も
当
時
の
自
由
な
学
風
を
懐
か
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
三
十
二
年
は
決
し
て
短
い
時

間
で
は
な
く
、
世
界
情
勢
も
大
き
く
変
化
を
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
千
代
の
松
原
と
博
多
湾
の
風
景
は
依
然
と
し
て
目
の
前
に
あ
る
よ
う
で
す
。

｢

千
代
の
松
原
を
弔い

た

む｣

詩
は
そ
の
一
連
の
心
情
を
吐
露
し
た
も
の
で
あ
る
。��������������

千
代
松
原
不
見
松

漫
言
巨
害
自
微
蟲

千
代
の
松
原
に

松
を
見
ず
、
漫み

だ

り
に
言
ふ

巨
害
は

微
虫
に
自よ

る
と
。

八
年
烽
燧
生
靈
苦

兩
彈��
井
竈
空

八
年
の
烽
燧

ほ
う
す
い

生
霊

せ
い
れ
い

苦
し
み
、
両
弾
の��ウ

ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

井
竈

せ
い
そ
う

空
し
。

銅
佛
涅
槃
僧
寺
渺

銀
沙
寂
寞
夕
陽
紅

銅
仏
の
涅
槃

僧
寺
は
渺

び
ょ
う
た
り
、
銀
沙
は
寂
寞
と
し
て

夕
陽
は
紅
し
。

劇
憐
迷
霧
猶
深
鎖

約
翰
居
然
來
自
東

劇は
げ

し
く
憐
れ
む

迷
霧

猶
ほ
深
く
鎖と

ざ

し
、
約

翰

オ
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ン

居
然
と
し
て

東
よ
り
来
る
。

こ
の
詩
は

｢

訪
日
雜
詠｣

(

の
ち
に

『

駱
駝
集』

に
収
録)

の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
詩
題
か
ら
、
主
題
は

｢

千
代
の
松
原｣

の
立
ち
枯

れ
に
対
す
る
嘆
き
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
は
辛
辣
な
政
治
批
判
で
あ
る
。

(

一)

一
・
二
句
目
｢

千
代
松
原
不
見
松

漫
言
巨
害
自
微
蟲｣

に
対
す
る
疑
問

一
・
二
句
目
は
詩
題
の
と
お
り
松
原
の
立
ち
枯
れ
に
対
す
る
嘆
き
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
だ
と
言
う
。
題
注
で
も

｢

千
代
松
原
在
博
多
灣
畔�
一
名
十
里
松
原�
古
松
甚
多
。
余
留
学
福
岡
時�
曾
卜
居
林
中
。
今
來�
古
松
已
近
絶
滅�
聞
戰
後
遭
蟲

害
所
致
。(

千
代
の
松
原
は
博
多
湾
の
岸
に
あ
り
、
十
里
松
原
と
も
い
い
、
古
松
が
甚
だ
多
い
。
私
が
福
岡
に
留
学
し
て
い
た
頃
、
松
原
の
中
に
住
ん
で
い
た
こ
と

が
あ
る
。
今
、
古
松
が
絶
滅
に
近
い
状
況
に
あ
り
、
戦
後
害
虫
の
被
害
に
遭
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。)｣

と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
事
実
と
の
矛
盾
が

あ
る
。

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
に
対
す
る
悩
み
は
戦
後
だ
け
で
は
な
く
、
郭
沫
若
が
九
州
帝
国
大
学
留
学
当
初
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
。
特
に
、

一
九
二
〇
年
秋
の
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
は
深
刻
で
、
当
時
の
県
議
会
で
も
議
題
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る

(�)
。
郭
沫
若
の
九
州
帝
国
大
学

留
学
と
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
一
連
の
立
ち
枯
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
学
生
生
活
や
文
芸
活
動

を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
郭
沫
若
が
言
う

｢

蟲
害｣

と
は
、
単
に
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
だ
け
で
は
な
く
、
次
に
述
べ
る
政
治
批
判
を

九
州
帝
国
大
学
留
学
生
の
郭
沫
若
が
見
た

｢

千
代
の
松
原｣
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暗
示
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(

二)

詩
に
込
め
ら
れ
た
政
治
批
判

一
九
五
五
年
訪
日
時
の
郭
沫
若
は
、｢

政
治
家｣

と
し
て
来
日
し
た
。
し
た
が
っ
て
立
場
上
、
講
演
で
は
露
骨
な
政
治
批
判
は
極
力

控
え
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
詩
文
に
は
政
治
批
判
を
含
む
文
言
が
多
く
残
さ
れ
て
い
て

(�)

、
こ
の
点
か
ら
も
当
時
の
彼
の
微
妙
な
立
場
が

う
か
が
え
る
。｢
千
代
の
松
原
を
弔い

た

む｣

詩
も
そ
れ
に
漏
れ
ず
、
政
治
批
判
を
含
ん
で
い
る
。

郭
沫
若
に
と
っ
て
日
中
戦
争
は
辛
く
、
悲
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
家
族
と
の
別
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

(�)

。
三
句
目
の

｢

八
年
の
烽
燧

ほ
う
す
い

生
霊

せ
い
れ
い

苦
し
み｣
と
は
日
中
戦
争
に
よ
っ
て
味
わ
っ
た
自
ら
の
辛
さ
や
悲
し
さ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
戦
争

を
指
揮
し
た
日
本
軍
閥
に
対
す
る
批
判
も
無
視
で
き
な
い
。
四
句
目

｢

両
弾
の��ウ

ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

井
竈

せ
い
そ
う

空
し｣

及
び
同
句
の
自
注

｢

美
國

在
日
本
所
投
原
子
炸
彈
兩
枚�
炸
廣
島
者
爲�
彈�
炸
長
崎
者
爲�
彈
。(

ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
投
下
し
た
原
爆
は
二
つ
で
、
広
島
に
投
下
し
た
の

が
ウ
ラ
ン
弾
、
長
崎
に
投
下
し
た
の
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
弾
で
あ
る
。)｣

で
は
、
日
本
は
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
に
原
爆
を
投
下
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。
し

か
し
、
戦
後
の
日
本
政
府
は
そ
の
後
に
及
ん
で
な
お
も
オ
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ン
の
日
本
配
備

(�)

を
容
認
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
政
府
の
戦
後

ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
主
義
と
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
七
・
八
句
目

｢

劇は
げ

し
く
憐
れ
む

迷
霧

猶
ほ
深
く
鎖と
ざ

し
、

約
翰

オ
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ン

居
然
と
し
て

東
よ
り
来
る｣

は
更
に
複
雑
で
あ
る
。｢

迷
霧｣

は
ア
メ
リ
カ
の
存
在
に
よ
っ
て
日
中
関
係
に
進
展
が
な
い
こ
と

を
暗
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
ま
る
で
原
爆
投
下
時
の
き
の
こ
雲
の
よ
う
に
不
透
明
だ
と
い
う
皮
肉
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
題
注

で
い
う

｢

蟲
害｣

と
は
ア
メ
リ
カ
と
そ
れ
に
追
随
す
る
戦
後
日
本
政
治
の
こ
と
で
あ
り
、｢

蟲｣

と
形
容
す
る
点
か
ら
も
、
単
な
る

｢

弔い
た｣

み
の
詩
と
は
読
み
取
れ
な
い
。

ま
た
、
五
句
目

｢

銅
仏
の
涅
槃

僧
寺
は
渺

び
ょ
う

た
り｣

は
戦
争
や
時
代
の
経
過
に
よ
り
、
松
原
や
周
辺
環
境
、
政
治
状
況
等
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
が
、
変
わ
ら
な
い
も
の
は
箱
崎
海
岸
に
銀
色
に
輝
く
砂
浜
と
太
陽
だ
け
だ
と
い
う
個
人
的
な

｢

弔い
た｣

み
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
実
際
は
前
述
の
と
お
り
博
多
湾
築
港
工
事
に
よ
り
砂
浜
も
か
な
り
変
化
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
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(

三)
｢

弔｣

字
に
込
め
ら
れ
た
意
味

｢
弔｣

の
解
釈
に

｢

問
終
也

(

終
は
り
を
問
ふ
な
り

(�))｣

と
あ
り
、
古
く
か
ら
人○

の
死
を
悼
ん
だ
り
、
哀
れ
ん
だ
り
す
る
際
に
用
い

ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は

｢

千
代
の
松
原｣

に
対
し
て
の
擬
人
的
用
法
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
郭
沫
若
が
松
原
に
対
し
て
ど
れ
ほ

ど
の
愛
着
を
抱
い
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。
で
は
、
彼
が

｢

弔い
た｣

ん
で
い
た
の
は
、｢

千
代
の
松
原｣

に
対
し
て
だ
け
な
の
だ
ろ
う

か
。
前
述
の
戦
後
日
本
の
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
政
治
を

｢

弔い
た｣

み
、
嘆
く
感
情
も
含
ま
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
政
治
家
と
い
う

立
場
か
ら
の
解
釈
で
あ
り
、
一
方
私
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
は
次
の
よ
う
な
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
は
過
去
を

｢
弔

と
む
ら｣
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
箱
崎
は
彼
の
文
学
を
語
る
上
で
重
要
な
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
生
時

代
の
み
な
ら
ず
亡
命
時
代
を
含
め
て
、
日
本
に
お
い
て

｢

支
那
蔑
視｣

を
は
じ
め
と
し
た
、
辛
辣
で
、
過
酷
で
、
時
に
は
非
人
間
的
な

体
験
を
し
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
、
彼
は
過
去
の
自
分
、
過
去
の
経
験
と
の
決
別
を
示
す
た
め
に
、
詩
題
に

｢

弔｣

を
用
い
た
と
言
え

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
詩
は
公
人

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

と
私
人

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
境
界
に
位
置
す
る
郭
沫
若
の
心
情
を
直
接
、
吐
露
し
た
も
の
だ
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

三

九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
所
蔵

｢

雖
不
見�
松

白
砂
心
未
改｣

九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

(

以
下
、｢

考
古
学
研
究
室｣

と
略)

に
は

｢

中
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

が
あ
る
。
こ
れ
は
岡
崎
敬
教
授

(

一
九
二
三
―
一
九
九
〇)

が
考
古
学
研
究
室
の
主
任
教
授
を
さ
れ
て
い
た
当
時
、
中
山
平
次
郎

(

一
八
七
一
―
一
九
五
六)

元
医
学
部
教
授
の

ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
歴
史
・
考
古
学
関
係
の
資
料
が
中
心
で
あ
る
。
中
山
平
次
郎
は
郭
沫
若
の
病
理
学
の
恩
師
で
あ
る

が
、
九
州
帝
国
大
学
在
職
中
か
ら
歴
史
・
考
古
学
の
研
究
に
従
事
し
、｢

九
州
考
古
学
の
父｣

と
の
異
名
も
あ
る
。

現
在
、
考
古
学
研
究
室
に
は
、
次
の
よ
う
に
識
さ
れ
た
郭
沫
若
直
筆
の
色
紙
が
残
さ
れ
て
い
る

(�)��������������
。

雖
不
見�
松

白
沙
心
未
改

乙
未
冬

郭
沫
若

(

青
松
を
見
ず
と
雖
も
、
白
沙
に

心

未
だ
改
ま
ら
ず
。)

｢

乙
未｣

は
一
九
五
五
年
で
あ
り
、
こ
の
色
紙
は
郭
沫
若
が
中
山
平
次
郎
宅
を
訪
問
し
た
際
に
贈
っ
た
真
筆
と
推
定
で
き
る

(�)

。

劉
徳
有
氏
の
随
行
記

『

郭
沫
若
・
日
本
の
旅』

に
は
、
郭
沫
若
が
残
し
た
松
原
に
関
す
る
詩
が
他
に
も
数
首
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(

Ａ)�
松
無
處
尋

未
改
白
砂マ

マ

心

青
松

処
と
し
て
尋
ぬ
る
無
く
、
未
だ
改
め
ず

白
砂
の
心
。
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(�)
雖
不
見�
松

白
砂マ

マ

心
未
改

青
松
を
見
ず
と
雖
も
、
白
砂
に

心

未
だ
改
ま
ら
ず
。

(

Ｂ)

文
章
千
古
事

藝
術
萬
人
心

文
章

千
古
の
事
、
芸
術

万
人
の
心
。

彈
指
卅
年
逝

松
原
無
處
尋

弾
指

ま
た
た
く
ま

に

卅
年
逝
き
、
松
原

処
と
し
て
尋
ぬ
る
無
し
。

(

Ｃ)
千
代
松
原
不
見
松

白
砂マ

マ

寂
寞
夕
陽
紅

千
代
の
松
原
に

松
を
見
ず
、
白
砂
は
寂
寞
と
し
て

夕
陽
は
紅
し
。

莫
嗟
蟲
害
深
如
此

尚
有
人
魔
勝
過
蟲

嗟
く
莫
れ

虫
害
深
き
こ
と
此
の
如
き
を
、
尚
ほ

人
魔

虫
に
勝
過

ま

さ

る
有
り
。

(

Ｄ)

霧
帷
縱
深
鎖

山
影
仍
幢
幢

霧
の
帷

縦た
と

ひ
深
く
鎖
す
も
、
山
影

仍
ほ
幢
幢
た
り
。

白
砂マ

マ

心
不
改

惜
不
見�
松

白
砂
に

心

改
ま
ら
ず
、
青
松
を
見
ざ
る
を
惜
し
む
。

(

Ｅ)

海
上
白�
今
不
見

月
芽
初
見
亦
嬋
娟

海
上
に
白
鴎

今

見
え
ず
、
月
芽

み
か
づ
き

初
め
て
見

あ
ら
は
れ
て
亦
た
嬋
娟
た
り
。

詩
情
欲
伴
松
原
逝

怕
看
霓
虹
夜
滿
天

詩
情

伴
せ
ん
と
す
る
も
松
原
逝な

く
、
怕

お
ど
ろ
き
看
る

霓
虹

ネ
オ
ン

夜

天
に
満
つ
る
を
。

(

Ｆ)

莫
爲
松
原
訴
坎�
日
蓮
銅
像
尚
巍
峨

松
原
の
為
に

坎�
を
訴
ふ
る
莫
れ
、
日
蓮
の
銅
像

尚
ほ
巍
峨
た
り
。

劇
憐
塵
夢
深
於
海

攘
攘
煕
煕
所
欲
何

劇は
げ

し
く
憐
れ
む
塵
夢
海
よ
り
も
深
き
を
、
攘
攘
煕
煕
と
し
て
欲
す
る
所
は
何
ぞ
。

詳
細
は
次
章
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
松
原
は
青
春
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
そ
の
松
原
が
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
な
ど
の
原

因
で
絶
滅
寸
前
と
な
り
、
そ
れ
に
対
す
る

｢
悲
し
み｣

｢

嘆
き｣

を
複
数
に
わ
た
っ
て
詩
に
託
し
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
集
大
成
と

で
も
い
う
べ
き
も
の
が

｢

訪
日
雜
詠｣

に
収
録
さ
れ
た

｢

千
代
の
松
原
を
弔い

た

む｣

詩
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
白
砂
青
松
や
博
多
湾
を

目
の
前
に
し
た
詩
興
は
、
留
学
時
代
も
一
九
五
五
年
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
衰
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
筥
崎
宮
の
神
木

が

｢

筥
松｣

で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
か
、
昔
か
ら
多
く
の
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
も
、｢

千
代
の
松
原｣

は
多
く

の
文
学
者
が
詩
情
を
誘
わ
れ
る
地
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

以
上
、
考
古
学
研
究
室
所
蔵
の
色
紙
を
は
じ
め
、
郭
沫
若
は
何
度
も

｢

白
砂
に
心

未
だ
改
ま
ら
ず｣

と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

前
述
の
よ
う
に
、
埋
め
立
て
事
業
の
進
ん
だ
箱
崎
周
辺
の
白
砂
が
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は

｢

白
砂
の
よ
う
に
美
し
く
、
澄
ん
だ
福
岡
の
人
々
の
心
は
、
今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
福
岡
を
心
か
ら
愛
し
て
い
る

の
だ
。｣

と
い
う
解
釈
を
試
み
た
い
。
な
お
、
色
紙
の
二
句

(

Ａ)

は
別
の
二
句

(�)
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

郭
沫
若
が
中
山
平
次
郎
に
別
の
二
句
も
贈
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
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�
四

九
州
帝
国
大
学
時
代
の
詩
に
見
ら
れ
る

｢

松
原｣

郭
沫
若
が
九
州
帝
国
大
学
留
学
中
に
書
い
た
詩
篇

(

特
に
新
詩)

に
は
、
大
学
や
博
多
湾
、
箱
崎
の
砂
浜
、｢

千
代
の
松
原｣

、
周
辺

の
自
然
や
風
物
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
彼
が
博
多
湾
を
モ
チ
ー
フ
に
創
作
活
動
を
続
け
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、『

女
神』

『

星

空』

に
お
い
て
顕
著
で
あ
る

(�)
。
彼
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
博
多
湾
に
こ
だ
わ
っ
た
の
に
は
大
き
な
理
由
が
あ
る
。
そ
の
理
由
と
は
博
多
湾

と
元
寇
の
関
係
で
あ
る

(�)
。
以
下
に
挙
げ
る
の
は
、｢

千
代
の
松
原｣

を
テ
ー
マ
に
し
た
新
詩
の
題
名
で
あ
る
。

｢

新
月
與
白
雲｣

｢

晩
歩｣

｢

輟
了
課
的
第
一
點
鐘
里｣
｢

夜
歩
十
里
松
原｣

｢

光
海｣

｢

巨
炮
之
教
訓｣

｢

晨
興｣

(

以
上

『

女
神』)

｢

南
風｣

｢

雨
後｣

｢

月
下
的
司
芬
克
司

贈
陶
晶
孫｣

｢

靜
夜｣

｢

暗
夜｣

｢

石
佛｣

(

以
上

『

星
空』)

｢

涙
浪｣

(『

沫
若
詩
集』)

こ
の
よ
う
に
、
海
や
海
岸
の
松
原
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
彼
の
新
詩
に
現
わ
れ
始
め
た
の
は
博
多
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り

(�)

、

留
学
時
代
の
詩
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
。

ま
ず
、｢

晩
歩

(

夕
暮
れ
の
散
歩)｣
(『

女
神』)
と
い
う
作
品
で
あ
る
。

松
林
呀
！�
怎
麼
這
樣
清
新
！

松
林
よ
！
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
す
が
す
が
し
い
の
か
！

我
同�
住
了
半
年�
私
は
君
と
半
年
間
過
ご
し
て
き
た
か
、

從
也
不
會
看
見�
こ
ん
な
の
は
一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い
、

這
沙
路
兒
這
樣
平
平
！

こ
の
砂
の
道
が
こ
ん
な
に
平
坦
な
の
を
！

兩
乘
拉
貨
的
馬
車
從
我
面
前
經
過�
二
台
の
荷
馬
車
が
通
り
す
ぎ
、

倦
了
的
兩
個
車
夫
有
個
唱
歌
。

く
た
び
れ
た
二
人
の
車
夫
が
歌
を
歌
っ
て
い
る
。

他
們
那
空
車
里
戴
的
是
些
什
麼
？

空
の
荷
馬
車
に
載
せ
て
い
る
の
は
何
だ
ろ
う
か
？

海
潮
兒
應
聲
著
：
平
和
！
平
和
！

潮
騒
の

｢

平
和
！
平
和｣

と
い
う
声
が
響
い
て
い
る
。
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州
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の
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が
見
た
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こ
の
詩
は

｢

千
代
の
松
原｣

を
散
歩
す
る
郭
沫
若
が
砂
浜
と
潮
騒
の
穏
や
か
さ
に
感
動
を
覚
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
九
州

大
学
周
辺
で
荷
馬
車
や
そ
れ
を
引
く
車
夫
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
詩
は
当
時
の
彼
の
眼
前
に
あ
っ
た
光
景
を
写
し
て
い
る
。
他
に
も
、

｢

夜
歩
十
里
松
原

(

夜
、
十
里
松
原
を
歩
く)｣

(『

女
神』)

、｢

南
風

(

南
風)｣

、｢

石
佛

(

石
佛)｣

(

以
上

『

星
空』)

か
ら
も
、
松
原
が
彼
に
と
っ

て
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
散
見
で
き
る
。

ま
た
、
松
原
は
時
に
郭
沫
若
一
家
に
と
っ
て
恐
怖
感
を
与
え
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。

遠
遠
只
聽
著
海
水
的
哭
聲�
遠
く
か
ら
た
だ
悲
し
げ
な
波
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
、

���
的
松
林
中
也
有
風
在
啜
泣
。

真
っ
暗
闇
の
松
原
に
も
、
風
が
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
吹
き
ぬ
け
る
。

兒
子
不
住
的����
地
哀
啼
…
…

息
子
は
ず
っ
と
ピ
ー
ピ
ー
と
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
る
…
…

兒
子
抱
在
我
手
里�
息
子
を
私
の
腕
の
中
に
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
る
と
、

眼
涙
抱
在
我
眼
里
。

私
の
眼
の
中
も
涙
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

｢

暗
夜

(

暗
い
夜)｣

(『

星
空』)

し
か
し
、
眼
前
の
情
景
が
写
実
的
で
あ
る
こ
と
、
松
原
が
彼
の
生
活
の
一
部
分
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
前
詩
と
何
ら
変
わ
り
な
い
。

更
に

｢

輟
了
課
的
第
一
點
鐘
里

(

休
講
と
な
っ
た
一
時
間
目)｣

其
二

(『

女
神』)

で
は
、
休
講
を
知
っ
た
郭
沫
若
が
松
原
に
散
歩
に
行
く
。

我�
到
松
林
里
來
散
歩�
松
林
ま
で
散
歩
に
来
る
と
、

頭
上
沐
著
朝
陽�
頭
の
上
か
ら
朝
日
が
降
り
注
い
だ
。

�
下
濯
著
清
露�
朝
露
が
私
の
足
元
を
洗
い
、

冷
暖
温
涼�
つ
め
た
さ
と
あ
た
た
か
さ
、

一
樣
是
自
然
生
趣
！

ど
ち
ら
も
自
然
の
快
楽
そ
の
も
の
な
の
だ
。

当
時
の
郭
沫
若
に
は
、
松
原
や
博
多
湾
が

｢

憩
い｣

｢

癒
し｣

の
空
間
で
あ
り
、
松
原
と
と
も
に
生
活
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

松
原
は
社
会
批
判
や
自
己
の
苦
悩
を
吐
露
す
る
詩
の
中
に
も
登
場
す
る
。｢

浴
海

(

海
水
浴)｣

(『

女
神』)

や

｢

冬
景

(

冬
景
色)｣

(

以
上

『

星
空』)

は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る

(�)

。

そ
の
ほ
か
に
も
、
同
時
期
の
作
品
で
松
原
を
詠
っ
た
旧
詩
が
あ
る
。

松
原
十
里
負
兒
行

耳
畔
松
聲
并
海
聲

松
原
十
里

児
を
負お

ひ
て
行
く
、
耳
畔
に
松
声

并
び
に
海
声
あ
り
。
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我
自
昂
頭
向
天
笑

天
星
笑
我
歩
難
成

我
自
ら
頭
を
昂も

た

げ

天
に
向
か
ひ
て
笑
へ
ば
、
天
星

我
が
歩

成
り
難
き
を
笑
ふ
。

｢

十
里
松
原｣

其
一

(｢

創
造
十
年｣

、
の
ち
に

『

潮
汐
集』

に
収
録)

こ
の
詩
も
眼
前
の
様
子
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
詩
体
こ
そ
異
な
る
が
、
内
容
的
に
は
一
連
の
新
詩
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
松
原
を
題
材
に
し
た
九
州
帝
国
大
学
時
代
の
郭
沫
若
の
詩
作
を
見
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
松
原
と
博
多
湾
が
彼
の
文
学
の

重
要
な
背
景
を
成
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
内
容
は
、
目
前
の
光
景
を
映
し
出
し
た
も
の
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
社
会
批
判
や

苦
悩
を
内
在
さ
せ
た
も
の
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
郭
沫
若
は
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
タ
イ
ム
リ
ー
な
新
詩
に
よ
っ
て
表
現
す

る
い
わ
ば

｢

実
験
的
詩
作｣

を
試
み
て
い
た
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
郭
沫
若
が

｢

千
代
の
松
原｣

を
詠
っ
た
旧
詩
と
新
詩
を
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
結
論
が
導
き
出
せ
る
。

①
一
九
二
〇
年
代
頃

(

九
州
帝
国
大
学
留
学
生
時
代)

か
ら
一
九
五
五
年

(

訪
日
科
学
代
表
団
団
長
と
し
て
の
福
岡
訪
問)

の
わ
ず
か
三
十
数
年

の
間
に
、｢

千
代
の
松
原｣

を
含
む
大
学
周
辺
の
光
景
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
。�����������������

②
郭
沫
若
が
見
た
松
原
は
、｢

生
活
者
が
見
た
松
原｣

と

｢

旅
人
が
見
た
松
原｣

と
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
ら
れ
る
こ
と
。

③
九
州
帝
国
大
学
留
学
中
の
詩
は
、
詩
人

(

私
人)
と
し
て
の
創
作
で
あ
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
自
己
に
内
在
す
る
も
の
を
表
現
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
中
に
た
と
え
社
会
批
判
等
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
個
人
の
レ
ベ
ル
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
、

一
九
五
五
年
の
旧
詩
も
自
己
に
内
在
す
る
も
の
を
表
現
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
政
治
家

(

公
人)

が
中
央
政
府
の
本
音
を
代

弁
す
る
と
い
う
要
素
が
強
い
こ
と
。
つ
ま
り
、
内
容
が
往
々
に
し
て
個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
お
さ
ま
っ
て
い
な
い
。

九
州
大
学
周
辺
の
光
景
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
福
岡
の
都
市
化
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
現
在
、
箱
崎
海
岸
は
完
全
に
埋
め

立
て
ら
れ
、
当
時
の
海
岸
線
を
知
る
人
物
も
少
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
海
岸
部
に
は
福
岡
都
市
高
速
道
路
が
走
り
、
昼
間
は
箱
崎
上
空

を
旅
客
機
が
引
っ
切
り
無
し
に
往
来
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、｢

千
代
の
松
原｣
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
九
大
医
学
部
構
内
に
あ
る

千
利
休
が
豊
臣
秀
吉
に
茶
を
献
じ
た
と
い
う

｢

釜
掛
の
松｣

は
そ
の
遺
跡
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
郭
沫
若
が
今
日
の
大
学
周
辺
の
変
化
を

九
州
帝
国
大
学
留
学
生
の
郭
沫
若
が
見
た
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目
の
当
た
り
に
し
た
ら
、
さ
ぞ
か
し
心
を
痛
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
郭
沫
若
が
見
た
松
原
を

｢

生
活
者
が
見
た
松
原｣

｢

旅
人
が
見
た
松
原｣

と
分
類
で
き
る
こ
と
は
、
留
学
生

(

長
期
滞
在
者)

、

政
治
家

(
短
期
滞
在
者)

と
い
う
立
場
の
違
い
に
起
因
す
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
松
原
を
目
に
し
て
も
、
立
場
が
異
な
れ
ば
見
え
方
も
異
な

り
、
ひ
い
て
は
何
故
そ
こ
に
政
治
性
を
含
ま
せ
た
か
と
い
う
重
要
な
問
題
に
つ
な
が
る
。
特
に
、
訪
日
科
学
代
表
団
団
長
と
し
て
訪
日

し
た
彼
は
、
同
時
に
中
国
を
代
表
す
る
政
治
家
と
い
う
看
板
・
責
務
も
背
負
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
軽
は
ず
み
の
言
動
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で

｢

公
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル｣

と

｢

私
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト｣

の
思
い
の
全
て
を

｢

弔｣

に
込
め
た
詩
文
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

｢

訪
日
雜
詠｣

は
そ
の
後
、『

北
京
日
報』

(

一
九
五
六
年
二
月
二
十
九
日)

に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
政
治
批
判
は
直
接
、
日
米
両
政
府

に
向
け
ら
れ
た
と
い
う
要
素
も
否
定
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
紙
の
性
格
か
ら
し
て
、
む
し
ろ
外
交
問
題
に
携
わ
る
後
輩
政
治

家
に
対
す
る
教
訓
と
し
て
の
要
素
も
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注

(

１)
｢

千
代
の
松
原｣

は
、
か
つ
て
石
堂
橋

(
福
岡
市
博
多
区
千
代
二
丁
目)

か
ら
筥
崎
宮
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
た
松
原
で
、
十
里
松
原

や
箱
崎
松
原
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
渡
邊
篤
三
郎
編

『

福
岡
市
案
内
記』

(

九
州
商
報
社
、
一
九
一
〇
年)

、
福
岡
県

『

再
修

福
岡
縣
名

勝
人
物
誌』

(

福
岡
県
、
一
九
二
二
年)

に
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。
ま
た
、｢

箱
崎
記｣

、『

續
日
本
紀』

、
連
歌
、『

筑
紫
道
記』

、『

筑
前
国

續
風
土
記』

等
に
も
記
述
が
見
ら
れ
る
。
廣
渡
正
利
著

『
筥
崎
宮
史』

(

文
献
出
版
、
一
九
九
九
年)

、
宮
崎
克
則
・
福
岡
ア
ー
カ
イ
ブ
研

究
会
編

『

古
地
図
の
中
の
福
岡
・
博
多

一
八
〇
〇
年
頃
の
町
並
み』

(

海
鳥
社
、
二
〇
〇
五
年)

、
大
庭
康
時
・
佐
伯
弘
次
・
菅
波
正
人
・

田
上
勇
一
郎
編

『

中
世
都
市
・
博
多
を
掘
る』

(

海
鳥
社
、
二
〇
〇
八
年)

に
詳
し
い
。

(

２)

郭
沫
若
と
九
州
大
学
に
つ
い
て
は
、
岩
佐
昌
璋
監
修
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

｢
郭
沫
若
と
九
州
大
学｣

(

九
州
大
学
国
際
交
流
推
進
室
、
二
〇

〇
八
年
七
月)

を
参
照
。
ま
た
、
彼
の
九
州
帝
国
大
学
留
学
に
関
し
て
は
、
武
継
平
著

『

異
文
化
の
な
か
の
郭
沫
若

日
本
留
学
の
時

代

』
(

九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年)

に
詳
し
い
。

(

３)

原
文
は

｢

有
一
天
中
午�
我
很
早
吃
了
午
飯�
爲
逃
避
午
後
所
易
起
的
慵
倦
和
睡
意�
我�
出
寓
所
來�
在
松
林
里
面
散
歩
。
正
走
到
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��
���

箱
崎
神
社
前
的
甬
道
上�
無
心
之
間
我
遇
著
由
海
岸
上
走
來
的
張
資
平
。(

あ
る
日
の
昼
ご
ろ
、
私
は
早
め
に
昼
食
を
す
ま
せ
る
と
、
午

後
に
な
る
と
よ
く
襲
っ
て
く
る
気
だ
る
さ
と
眠
気
を
避
け
る
た
め
、
う
ち
を
出
て
、
松
林
を
散
歩
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
筥
崎
宮
の
前
の

石
畳
の
小
道
ま
で
来
る
と
、
ば
っ
た
り
海
岸
の
方
か
ら
や
っ
て
来
る
張
資
平
に
会
っ
た
。)｣

と
あ
る
。
小
野
忍
・
丸
山
昇
訳

『

郭
沫
若
自

伝

二』
(

東
洋
文
庫
一
二
六
、
平
凡
社
、
一
九
六
八
年)

を
適
宜
参
照
。
な
お
、
本
論
文
に
引
用
し
た
郭
沫
若
の
詩
文
は
、
原
則
と
し
て

『

沫
若
文
集』

(

人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
―
一
九
六
三
年)

を
使
用
し
た
。

(

４)
｢

創
造
十
年｣
に
も

｢

市
東
盡
頭
處
有
一
帶
大
松
原�
沿
著
海
灣
就
和
圍
牆
一
樣�
怕
有
五
六
里
遠
。
日
本
人
稱
爲�千
代
松
原��
在

古
書
上
又
稱
爲�十
里
松
原�。(
福
岡
市
の
東
は
ず
れ
は
広
い
松
原
に
な
っ
て
い
た
。
湾
に
沿
っ
て
塀
の
よ
う
に
五
、
六
里
の
長
さ
が
あ
っ

た
ろ
う
か
。
日
本
人
は

｢
千
代
の
松
原｣

と
呼
ぶ
が
、
古
書
で
は

｢

十
里
松
原｣

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。)｣

と
あ
る
。

(

５)

唐
明
中
・
黄
高
斌
編
注

『
櫻
花
書
簡』

(

四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年)

一
四
九
頁
。
大
高
順
雄
・
藤
田
梨
那
・
武
継
平
訳

『

桜

花
書
簡

中
国
人
留
学
生
が
見
た
大
正
時
代』
(

東
京
図
書
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年)

に
邦
訳
が
あ
り
、
適
宜
参
照
し
た
。

(

６)

黄
淳
浩
編

『

郭
沫
若
書
信
集(
上)』
(

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

二
〇
一
頁
。

(

７)
｢

訪
日
科
学
代
表
団｣

と
い
う
名
称
決
定
に
関
し
て
、
谷
輔
林
・
唐
燕
能
著

『

郭
沫
若
和
他
的
日
本
妻
子』

(

学
林
出
版
社
、
一
九
九
九

年)

三
一
六
―
三
一
七
頁
に
、｢�用
什
麼
名
義
去
？

要
好
好
考
慮
一
下�
。�
朱
老
總
提
出
了
問
題
。
周
恩
來
以
商
議
的
口
氣
説
：�人

家
是
以
日
本
學
術
會
議
的
名
義
邀
請
的�
我
看�
我
們
就
以
中
國
訪
日
科
學
代
表
團
的
名
義
去
好
了
。��好
！

郭
沫
若
就
是
這
個
團
的

團
長
！�
毛
澤
東
高
興
地
拍
了
板
。(｢

ど
ん
な
名
称
で
行
き
ま
す
か
？

し
っ
か
り
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
よ
。｣

と
朱
徳
は
問
題
を

発
し
た
。
周
恩
来
は

｢

彼
ら
は
日
本
学
術
会
議
と
い
う
機
関
か
ら
招
待
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
り
、
我
々
は
中
国
訪
日
科
学
代
表
団
と
い
う

名
前
で
行
く
の
が
い
い
か
と
思
い
ま
す
。｣

と
協
議
す
る
よ
う
な
口
調
で
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
毛
沢
東
は

｢

よ
し
！

郭
沫
若
が
こ
の
団
体

の
団
長
だ
！｣

と
機
嫌
よ
く
断
を
下
し
た
。)｣

と
あ
る
。

(

８)
『

九
大
醫
報』

二
五
―
三

(

一
九
五
五
年
十
二
月)

参
照
。

(

９)
『

人
民
日
報』

一
九
五
四
年
十
二
月
三
十
日

｢

論
日
本
和
中
國
恢
復
正
常
關
係｣

、
一
九
五
五
年
二
月
二
十
六
日

｢

日
本
人
民
面
臨
著
兩

條
道
路｣

の
記
事
参
照
。

(

10)

当
時
の
民
間
外
交
に
関
し
て
は
、
王
仲
全
・
孫
煥
林
・
趙
自
瑞
・
紀
朝
欽
著

『
當
代
中
日
民
間
友
好
交
流』

(

世
界
知
識
出
版
社
、
二

九
州
帝
国
大
学
留
学
生
の
郭
沫
若
が
見
た

｢
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代
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〇
〇
八
年)

参
照
。

(
11)

一
行
の
訪
日
の
様
子
は
、
逐
一

『

人
民
日
報』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
扱
い
こ
そ
異
な
る
が
、
日
本
の
各
社
新
聞
紙
面
で
も
報

道
さ
れ
、
当
時
の
人
々
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

(

12)
一
九
五
一
年
九
月
四
日

｢

一
封
給
日
本
人
民
的
公
開
信｣

、
一
九
五
二
年
九
月
五
日

｢

爲
亞
洲
及
太
平
洋
區
域
和
平
會
議
的
召
開
第
二

次
給
日
本
人
民
一
封
公
開
信｣

、
一
九
六
〇
年
一
月
二
十
二
日

｢

郭
沫
若
致
日
本
人
民
公
開
信｣

参
照
。

(

13)

黄
淳
浩
編

『
郭
沫
若
書
信
集

(

下)』
(

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

二
一
九
頁
。

(

14)

江
頭
光
著

『
ふ
て
え
が
っ
て
え

福
岡
意
外
史』

(

西
日
本
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年)

一
五
三
頁
参
照
。
ま
た
、
同
書
に
よ
る
と
、
松
の

立
ち
枯
れ
は
松
原
を
駆
け
抜
け
る
列
車
や
工
場
の
煤
煙
、
竈
の
焚
き
付
け
に
使
う
枯
れ
た
松
葉
の
掻
き
取
り
す
ぎ
、
博
多
湾
築
港
工
事
等
、

複
数
の
要
因
が
重
な
っ
て
発
生
し
た
と
あ
る
。

(

15)

例
え
ば
、｢

別
須
和
田｣
や

｢
歸
途
在
東
海
道
車
中｣

に
は
政
治
性
を
含
ま
せ
た
表
現
が
目
立
つ
。
前
者
に
関
し
て
は
、
藤
田
梨
那

｢

日
本
郭
沫
若
舊
居
今
昔

我
的
外
祖
父
亡
命
生
活
的
紀
念
碑｣

(『

香
港
作
家』

二
〇
〇
七
年
一
月
号)

を
参
照
。

(

16)

郭
沫
若
が
密
か
に
家
族
の
い
る
須
和
田
を
あ
と
に
し
て
、
抗
日
戦
争
に
身
を
投
じ
る
決
意
を
し
た
の
は
、
一
九
三
七
年
七
月
二
十
五
日

で
あ
る
。
こ
の
方
面
に
関
し
て
は
、
武
継
平｢
郭
沫
若
に
対
す
る
警
察
監
視
の
実
態

『

日
支
人
民
戦
線
派
諜
報
網』

の
検
挙
か
ら

｣

(『

野
草』

第
七
七
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月)

に
詳
し
い
。

(

17)

オ
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ン
と
は
、
ア
メ
リ
カ
初
の
核
弾
頭
搭
載
地
対
地
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
指
す
。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
五
五
年
八
月
か
ら
在
日
米

軍
に
配
備
を
進
め
、
同
年
十
二
月
二
十
一
日
に
三
度
目
の
試
射
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
当
日
は
郭
沫
若
一
行
の
日
本
滞
在
中
で
あ
る
。

(

18)
『

説
文
解
字』

八
篇
上
。

(

19)

郭
沫
若
が
中
山
平
次
郎
宅
を
訪
問
し
た
の
は
、
一
九
五
五
年
十
二
月
十
九
日
で
あ
る
。
色
紙
に
関
し
て
研
究
調
査
を
す
る
中
で
、
宮
本

一
夫
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
教
授
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(

20)

郭
沫
若
の
中
山
平
次
郎
宅
訪
問
に
関
し
て
は
、
劉
徳
有
著
、
村
山
孚
訳

『
郭
沫
若
・
日
本
の
旅』

(

サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
九
二
年)

に
詳
し
い
。
な
お
、
原
著
は

『

随
郭
沫
若
戦
後
訪
日

回
憶
与
紀
実』

(

遼
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年)

で
あ
る
が
、
未
見
。
色
紙
に

関
す
る
詳
細
は
不
詳
。
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(

21)
｢

追
懷
博
多｣

(

一
九
四
二
年
十
二
月
六
日)

(『

沸
羹
集』)

参
照
。

(
22)

前
掲
注

｢

追
懷
博
多｣

参
照
。
ま
た

｢

学
内
講
演
会｣

(

一
九
五
五
年
十
二
月
十
七
日
、
九
州
大
学
医
学
部
中
央
講
堂)

で
も
、
博
多

と
日
中
交
流
の
関
係
か
ら
九
州
大
学
を
選
択
し
た
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
講
演
録
は

『

九
州
大
学
新
聞』

(

同
年
十
二
月
二
十
五
日)

に
収
録
。

(

23)

前
掲
注
、
武
継
平
著

『

異
文
化
の
な
か
の
郭
沫
若

日
本
留
学
の
時
代

』

一
四
九
頁
参
照
。

(

24)

岩
佐
昌
璋

｢
郭
沫
若
の
博
多

海
と
松
原｣

(『

西
日
本
文
化』

四
三
一
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月)

参
照
。

(

附
記)

本
論
文
は
、｢
郭
沫
若
九
大
留
学
九
十
周
年
記
念

郭
沫
若
研
究
国
際
学
術
集
会｣

(

於

九
州
大
学
医
学
部
、
二
〇
〇
八
年
九
月
一
日)

に
お
い
て
、｢

留
学
生
・
中
国
科
学
院
院
長

郭
沫
若
眼
中
的
福
岡
・
博
多｣

と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
原
稿
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
郭
沫
若
研
究
会
岩
佐
昌
璋
会
長
、
藤
田
梨
那
同
会
副
会
長
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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[

図
版
１]

郭
沫
若
が
劉
徳
有
氏
に
贈
っ
た
書
(

一
九
六
〇
年
代)

[

図
版
２]

郭
沫
若
が
中
山
平
次
郎
に
贈
っ
た
色
紙

(

一
九
五
五
年
十
二
月)

《
郭
沫
若
書
法
集
》
編
委
会
編

『

郭
沫
若
書
法
集』

(

四
川
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
九
年)

よ
り
転
載

九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
蔵
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[
図
版
３]

一
九
二
〇
年
と
一
九
五
五
年
頃
の

｢

千
代
の
松
原｣

、
箱
崎
周
辺
地
図

(

地
図
中
の
吹
き
出
し
は
筆
者)

※
上
図
は
大
淵
善
吉
編『

帝
国
都
会
地
図

九』
(

駸
々
堂
旅
行
案
内
部
、
一
九
二
〇
年)

、
下
図
は『
福
岡
市
街
全
図』

(

同
潤
社
、
一
九
五
八
年)

に
よ
る
。


